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サステナブルビル構造の施工実毒針こよるリユースの検証
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1 序
サステナブル ビル構造日は,主要構造部材 と制振部
材を分離す る損傷制御構造の考え方を採用 してお り,
鋼棒 ･アンカープレー ト･エン ドプレー トから成る接
合部(以降,SB接合部とい う),座屈拘束部材,柱 ･梁
部部材 よ り構成 され る｡
本論では,サステナプル ビル構造の張力導入実験を
行い,組立時の張力導入方法について検討 したので報
告する｡
2. 実験概要
2.1 サステナブルビル構造
サステナブル ビル構造の張力導入実験に使用 した試
験体形状を図 1に示す｡SB接合部における銅棒の初
期張力は引張強さの1/3の目標値(13.7kN)に対して下
限値 と上限値の管理許容値を設定する｡ただ し,設計
値は下限値を満たすものとし, 目標値の90%を下限
値,目標値の 120%を上限値 とする｡張力導入にあたっ
てのSB接合部の記号を図 2に示す｡ここで,Xl通 り
の構面を代表 としてSB接合部の張力導入部位をAn～
Dn(n = 1-3:層数)とする｡
張力導入順序 として,SB接合部の 1箇所あた りの
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鋼棒に同時に張力を導入するものとし,次のケースを
設定する｡
(a)ケース 1:中央柱から側柱かつ 1層から3層へ
(B→Cう Aう D)
(b)ケース2:側柱から中央柱かつ 1層から3層-
(A1-)BjC->D)
なお,初期張力は 1次締め(下限値の85%)と本締めの
2段階として トルクレンチにより導入する(図 3)8
張力管理においては,鋼棒に貼付 した歪ゲージより計
測する｡歪ゲージは各 SB接合部の上部の鋼棒(2箇所
/本)に貼付 し,平均値 を使用する｡張力導入に伴 う
柱の倒れは,柱の上部に下げ振 りをつけ,直角定規で
基準点から計測する｡計測はA,BC,D柱の各層梁の上
端位置で行 う｡また,本実験における柱の倒れの許容
⑬ ⑲ ⑬
Bl3F13 Dt
I.豆 ,.I_ い
柱^ y Fr桂
I-X
(a)軸組図(左:Yl通 り,右:Xl通り) (b)伏図
図 2 張力導入実験におけるSB接合部の記号
(a)トルクレンチによる張力導入 (b)計測状況
図 3 サステナプル ビル構造
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(C)sB接合部
図 1 試験体形状
測定 ケース1ケース2測定 ケース1ケース2測定 ケース1ケース2測定 ケース1ケース2
箇所 % % 箇所 % % 箇所 % % 箇所 % %
3^ 0.9 2.9 B3 0.1 ll.6 C3 6.6 4.0 D3 1.5 13.7
∧2 3.3 2.3 B2 0.2 8.4 C2 5.1 8.4 D2 4.7 6.8
注*1 張力損失の最大値は初期張力に対する損失の割合
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値は下記である｡
･柱の倒れの管理許容差 :e≦H/1000かつ e≦2mm
限界許容差 :e≦H/700かつ e≦3mm
･梁の水平 管理許容差 :e≦L/1000+3mmかつe≦2mm
限界許容差 :e≦L/700+5mmかつ e≦3mm
ここで,L:柱中心間距離 H:柱の長さ
3.実族結果
各ケースにおける導入張力の推移(A柱,BC柱,D柱
の各接合部), 1次締め時におけるY軸方向の柱の倒
れ(A柱,D柱)を各々図4,図 5に示す｡なお,本締
め時の柱の倒れは 1次締め時以降ほとんど変わってい
ない｡各ケースともに張力の上下限の管理許容値を満
たしている｡また,各ケースともにX軸方向の倒れは
ほとんど生 じていないものの,Y軸方向では差異が生
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図4 各ケースの張力の推移
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図5 1次締め時における柱の倒れ(Y軸方向)
じている｡ケース 1に関 して,柱の倒れはX軸方向,
Y軸方向ともに管理許容値を満た している｡ これは中
央柱から対称に張力を導入 したことで比較的釣 り合い
が維持され,構面のね じれが小 さかったことによると
考える｡ケース 2に関して,柱の倒れはX軸方向にお
いてほとんど生 じていないものの,DlのY軸方向にお
いて許容値を超えていた｡これは張力導入に伴 う不釣
合いにより部分的に構面がね じれたことによるものと
考える｡
4. 考察
リュ-ス解体により採取 した解体材をリュ-ス用部
材各ケースにおける導入時に対する損失張力の最大値
を表 1に示す｡SB接合部の損失張力の最大値はケー
ス 1,ケース2において,各々6.6%,13.7%であり,
各ケースともに 1層-3層においてばらつ く傾向にあ
る｡また,ケース2の損失張力の最大値はケース 1よ
り全体的に大きい傾向にある｡これはケース 2の柱の
倒れがケース 1に比べてやや大きいためと考えるQす
なわち,サステナプル ビル構造のSB接合部において
は,中間柱から対称に順次側柱-向かって張力導入す
る場合,損失張力を抑えることができると言える｡サ
ステナプル ビル構造の組立にあたって各ケースとも梁
をやや短 くし,シムプレー トを挟み込んでクリアラン
スを0としている｡鋼棒の初期張力により安定するSB
接合部では僅かのクリアランスも柱の倒れの起因とな
るため,SB接合部のクリアランスをできる限 り小さ
くする必要があると考えるO
これ らのことから,サステナプル ビル構造の張力導
入実験により組立フローに基づき,所定の張力を得る
ことができる｡ この場合,SB接合部の張力導入順序
として中間柱から側柱の順 とする方が望ま しいと考え
る｡
4.まとめ
サステナプル ビル構造の張力導入実験の結果,下記
の知見を得た｡
1)柱 ･梁,SB接合部,座屈拘束部材,床部材で構成
されるサステナブル ビル構造は張力 ･柱の倒れな
どの許容値を満たす組立が可能である｡
2)SB接合部の張力導入順序 として中間柱から側柱の
順 とす る方が望ま しい｡
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